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『KISS の原則』批判と行動計量学の重要性 

星野崇宏 
                                          
「KISS(Keep it simple, stupid)の原則」と

いう言葉があります。この言葉自体は工学な
ど様々な分野で利用されていますが，データ
解析に際してこれを使う場合には「本来の解
析目的を満たすもっとも簡単な方法を利用せ
よ」ということになります。さて，「手法では
なくデータに語らせよ」という言葉とともに，
およそ行動科学や社会科学のほとんどの分野
（経済学を除く）でこの KISS へのいわば“盲
信”は根強く残っているようです。例えば脳科
学や実験心理学では巧妙な実験を計画するこ
とこそが研究者の腕の見せ所であって，たと
えデータの性質から時系列解析や潜在変数モ
デルが本来ふさわしい場合であっても，分散
分析で結果が出なければ，複雑な解析で「無
理に結果を出してもだめ」と考えられていま
す。同様に教育学や社会学などでも，パス解
析程度の単純な解析から示唆に富む知見を得
る方が，少なくとも国内では計量に詳しくな
い研究者にも理解されやすくインパクトが高
い場合が多い，と聞きます。 
しかし，「KISS の原則に従う解析では本来

は誤りである」「場合によると全く真実と反対
の結論すら導いてしまっている」研究は，人
間行動に関わる研究であれば，実は非常に多
いと思われます。私の研究テーマである統計
的因果推論や選択バイアス問題から紹介して
しまい恐縮ですが，例えば学級サイズと学業

成績の関連を調べたAngrist and Lavy(1999)
の研究では，小学校のクラスサイズの数学得
点への影響を調べる解析を行っています。単
純な回帰分析を行うとクラスサイズの大きさ
の成績への効果は正というよく分からない結
果になりますが，データ取得状況を考慮した
回帰分断法からはクラスサイズが負の効果を
与えることが示されます。脳科学の例で言え
ば，近年「社会的知能」に関わる研究が盛ん
ですが，最近の大規模なメタ分析からは，各
研究 10 人程度の大学生を対象とした研究で
同定される局在部位は研究間で非常に大きく
ばらついており，社会的知能の脳内処理メカ
ニズムに個人差がある可能性が示唆されてい
ます。行動計量学会員には釈迦に説法ですが，
これらの例からも「データをどのように得た
のか」「抽出がどのように偏っているのか」「ど
のように集計したのか」「どのような階層性を
有しているか」などを考慮しない単純な解析
は誤った結論を与える可能性が高いことが分
かります。 
最近「課題先進国日本」では環境問題や高

齢化問題への対応など，人間行動の理解に基
づいた現場に役立つソリューション提供が学
術界に期待され，国からも大量の研究費が投
入されています。このような研究プロジェク
トで中心的な役割を担う工学系の研究者とお
話すると，しばしば感じるのは人間行動の個
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人差（当然，標本抽出や母集団代表性といっ
た概念も）を軽視している方が多いというこ
とです。一方で，個人や文化を重視する社会
科学の多くの分野で計量的手法への重要性の
認識が低下しつつあるという現状があります。
本学会こそ「個人差軽視の危険性」「研究関心
に従った適切な計量的手法を利用することの
重要性」を各分野に示す中心的な場になるべ
きではないでしょうか？ 

（ほしの たかひろ， 名古屋大学，  
行動計量学会理事） 

 
 
シリーズ＜行動計量の科学＞ 

「国際比較データ解析」 

吉野諒三・林文・山岡和枝 著 
 
「日本は好きか？」と尋ねると，多くの調

査で世界のおおよその国々が好感的な回答を
示すのに，中国と韓国の「反日」の回答は著
しく目立つ。ところが，「もし，生まれ変われ
るとしたら，自分の国以外の東アジアの国で
はどこがよいか？」と尋ねると，韓国は一番
が「日本」で，中国も「日本」という回答が
決して低くはない（吉野編,2007）。 
また「科学技術」については，多くの国で

大半の人々が「重要」と答える。しかし，「霊
魂がいる，いるかもしれない」，「UFO や超能
力の存在を信じる，いたら面白い，こわい」
などの「非合理派（感情派）」が少ないわけで
はない。そのような人々が非合理や非論理的
というのではなく，むしろ，科学のせまい範
囲をこえたホンネを表わしているのであり，
経済や環境にせよ，医療の問題にせよ，そう
いった人々の深層意識を考えに入れない政策
立案は危うい（本書 3 章参照）。 
人々の意識は表面的な質問の回答では測り

難いが，調査やデータ分析を工夫することに

よって，現実のさまざまな側面を浮かび上が
らせることもできよう。（以上，本書の序より） 
 
本書は，行動計量学の創設者，故・林知己

夫を中心に「データの科学」を唱えてきた調
査研究グループによる今日までの成果をまと
めものである。人々の意識に関する国際比較
調査データの収集法と解析法のハンドブック
の形をとっているが，机上の空論ではなく，
現実の社会の問題解決のためのアプローチや
統計哲学を読者各自が創造していくことが強
調されている。「オバケ調査」と呼ばれる人々
の深層意識の解明から宗教や医療問題にわた
る広いテーマが背景にあり，国民性の科学的
国際比較調査としてのみならず，社会調査一
般にわたるプロのためのガイドブックでもあ
る。本書の内容は，ここではこれ以上は敢え
て記さない。以下，「データの科学」の考え方
や林と交流のある行動計量学会に関連する幾
人かのお名前に触れることで，本書の刊行へ
の経緯を読者に推察していただこう(敬称は
略)。 
  
｢データの科学｣は，統計数理研究所の林知

己夫や水野坦をはじめとする諸先輩が戦後の
早い時期から，現実から遊離した数理統計に
反発し，時に｢統計数理｣と呼び，また 1970
年代は｢行動計量学｣，80 年代は「多次元デー
タ解析」，「調査の科学」と称した，現実のデ
ータを重視する統計哲学を志向している。理
論の発展において，しばしば尤もらしい数学
的精密化に走りがちであるが，｢データの科
学｣を志向する者にとって，現実の社会で人々
の生命を救い，人々が豊かで平和になること
に資することが肝要であり，それらが達せら
れる限りにおいて，数学的精密化は後から成
されることなのである。 
著者の一人，林文は，昭和 41 年に統計数

理研究所に入所以来，長年にわたり，林知己
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夫のアシスタントとして貢献し，林の弟子の
中では，最も身近でその統計哲学を吸収して
きた研究者である。山岡和枝は，林の共同研
究者の一人，公衆衛生学の山本幹夫のアシス
タントであったが，この20年以上にわたり，
医療に関わる研究をはじめ，林の近年の研究
を身近で支えきたものである。吉野諒三は，
University of California, Irvine 校の故・印
東太郎，W. H. Batchelder, L. Narens, R. D. 
Luce のもとで数理心理学を修めた後，統計数
理研究所で，林の最期までともに国際比較調
査を展開し，林の没後もその哲学を発展させ，
国際的にも認知させるべく尽力してきた。因
みに，印東太郎は，林が行動計量学会の後継
を望んでいたらしいが，59 歳の時に渡米し，
海外での研究活動で世界に行動計量の精神を
広め，功績賞を受賞し，名誉会員となった。 
 
行動計量学会理事長・飽戸弘は，戦後の早

い時期，輿論科学協会に在任中からのお付き
合いという。「林の数量化理論」の I 類，II
類，III 類などは，飽戸の命名によるもので，
その優れた命名で，この理論が世の中に広ま
った面もあろう。このあたり事情を含め，本
シリーズ第 1 巻の「数量化理論――その形成
と発展の歴史」で，飽戸が自ら詳細に語る。
70 年代末頃からの「オバケ調査」という生命
の奥深い部分に踏み込む調査研究とデータ解
析は，飽戸，丸山久美子，杉山明子との共同
研究の成果であった。 
行動計量学会の前理事長・杉山明子は，

NHK の放送文化研究所時代から東京女子大
在任の時代まで，長年にわたり，音楽活動な
ども含め，公私にわたり林と交友があった。
行動計量学会の創立の若手メンバーの紅一点
であった丸山久美子も公私にわたる交友があ
り，杉山とともに，さらに多くの若手の育成
に尽力されてきた。行動計量学会の創立の若
手メンバーとは，丸山以外に，柳井晴夫，岩

坪秀一，松原望，梶田叡一の諸先輩と聞いて
いる。彼らが，林を担いで，新たな時代を拓
く学会を創設した。会員名簿に掲載されてい
る「日本行動計量学会趣意書」は，若者の湧
き立つような情熱が溢れていて，いまでも読
む者を感動させる。 
当時，柳井は高根芳雄と朝倉書店から「多

変量解析法」を出版していた。まだ 30 歳く
らいの 2人の俊英の著作はロングセラーとな
り，その後，改定版も出版されている。その
頃は人文社会系で統計学に通じた研究者は決
して多くはなかったが，同書で学び，その後，
心理，教育，社会，保健医療等の分野で統計
学の大家になった方々も少なくはないであろ
う。高根は，その後，カナダの McGill 大学
教授となり，また Psychometric Society の
会長も務めた。高根よりも少し年上の西里靜
彦は，心理学者としては，おそらく戦後もっ
とも早く海外で研究活動を始めた先駆者であ
る。カナダのトロント大学の教授となり，
Psychometric Society の会長を務めた。西里
の optimal scaling は，林の数量化 III 類と密
接に関連している。著名な研究者にも関わら
ず，稀にみるほどの謙虚な人物として知られ
ている。西里も高根も，行動計量学会の功績
賞を受賞している。 
林と海外の調査研究者との交流では，計量

社会学の L. L. Guttmann，元米国世論調査協
会会長の Lipset, 社会学の A. Inkeles，日系
人 社 会 学 者 F. Miyamoto ， ド イ ツ の
Zentalalarchive 元所長の E. K. Scheuch，フ
ランスの政治学者M. Dogan といった各分野
の大物が並ぶ。表面的な交友ではなく，日本
の社会調査データ・アーカイヴの構築や，歴
史と国際性を熟慮した調査研究の深化のため
の交流であった。元国際社会学機構（IIS）会
長の佐々木正道は Alex Inkeles ら，海外の研
究者たちとの連絡役となり，吉野とともに，
林が推進してきた日本におけるデータ・アー
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カイヴの構築の活動を継続してきた。佐々木
からAlex Inkelesの逝去が伝えられてきたの
は，この 7 月上旬のことであった。 
 
行動計量学に貢献してきた国内外の研究者

の名前を挙げればきりがないが，こういった
諸先輩方の功績の積み重ねで行動計量学が確
立，発展してきたのであり，本書はその流れ
の中で現れた成果の一つである。   

 
（文責 統計数理研究所 吉野諒三） 

 

行動計量学会第 38 回大会 

リマインダー 
みなさま，いかがお過ごしでしょうか。 
先般もご案内を差し上げましたように，９

月２２日(水)～２５日(土)の日程で，日本行動
計量学会の第３８回大会が，埼玉大学で開催
されます。 
大会の詳しい内容については，専用のウェ

ブ・サイト（http://www.bsj2010.org/）で
ご確認ください。プログラム（ＰＤＦ版）も
掲載されております。 
期間中の宿泊先については，実行委員会と

して斡旋はしておりません。なお，宿泊を予
定されている方のために，大会ホームページ
に『埼玉ホテル旅館情報』へのリンクメニュ
ーも追加しましたので，参考にしていただけ
ればと思います。 
それでは，大会でみなさまとお目に掛かれ

ることを楽しみにしております。 
 
日本行動計量学会第３８回大会実行委員長 

松本 正生 
 

理事会議事録 
日本行動計量学会２００９年度第 7回理事会
議事録 
 
日時：2009 年 3 月 1 日（月）18：15～20：
30 
場所：大学入試センター1 階会議室 
議事進行：飽戸弘理事長 
出席者：飽戸弘，足立浩平，岩崎学，大津起
夫，大森拓哉（書記），岡太彬訓，菊地賢一，
椎名久美子，千野直仁，林文，星野崇宏，松
本渉，森裕一，柳井晴夫，山岡和枝，山口和
範，柳原良造 
陪席者：松本正生（第 38 回大会実行委員会
委員長） 
 
資料 
1. 2009 年度総会議事録案 
2. 第 6 回理事会議事録案 
3. 第 38 回大会関連資料 
4. Copyright Transfer Statement 
5. 後援のお願い 
6. 和文誌編集委員会報告 
7. 著作権委譲の学会への委譲に関するお
願い 
8. 「行動計量学」論文著作権委譲確認書サ
ンプル 
9. 一般セッション公募に際してのお願い
（第 38 回大会関連資料） 
10. 企画委員セッション・タイトル一覧（第
38 回大会関連資料） 
11. 理事会資料（編集委員会） 

 
議事 
1. 2009 年度総会の議事録確認および承認 
 菊地事務局長より資料 1 に基づき，2009
年度総会議事録案が示され，承認された。 
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2. 第 6 回理事会の議事録確認および承認 
 菊地事務局長より資料 2 に基づき，前回理
事会議事録案が示され，一部修正の上，承認
された。 
 
3. 第 38 回大会 
 松本正生実行委員長より，資料 3，9，10
に基づき，以下の報告と提案があった。 
1) 大会開催日程についての報告があり，9 月
22 日夕方に運営委員会，23 日昼に編集委員
会，23 日夕方に理事会，24 日に総会を開く
ことが確認された。あわせて，大会開催に際
し，埼玉大学の後援を得たこと，記念講演の
演者を選定中であることが報告された。 
2) チュートリアルセミナーについて，運営の
方法について質問があり，議論された。 
3) セッションについて，今大会では「企画委
員セッション」と一般セッションの「セッシ
ョン枠」「個人枠」の 3 種類のセッションを
設けることが提案され，承認された。また，
連名者は会場に出席することを条件とするこ
とを検討したが，その要件・要望は見送るこ
ととなった。 
4) 予稿集などへの広告掲載について，依頼先
を紹介して欲しい旨依頼があった。また，
Web へのバナー掲載を行うことも報告され
た。他学会への案内は，広報委員会から可能
であることが提案され，実施する方向で検討
することとなった。 
5) 賛助会員の参加費（大会参加費・懇親会参
加費）についての原則が，確認された。 
6) 正会員の参加費についてもわかりにくい
ところがあり追加説明する旨，確認された。 
 
4. 各委員会報告 
・編集委員会 
岡太委員長より，資料 4，8，11 に基づき，
著作権委譲について現状の説明があった。委
譲要請の案内文(和文誌用)に学会事務局の住

所が記載されていなかったこと，および会則
に学会の所在地が記載されていないことから，
次回総会にて会則の変更を行うことが提案さ
れた。 
また，和文誌について，資料 6 に基づき，現
在の投稿・審査状況，36 巻 2 号の刊行，37
巻 1 号の進捗状況，特集論文の企画，電子化
作業，について報告があった。 
足立欧文誌編集委員長より，37 巻 1 号を発
刊済み，37 巻 2号を 7月に発刊予定であり，
現在 2 編が条件付採録，4 編が再審査，5 編
が査読中であることが報告された。 
 
・運営委員会 
星野副委員長より，第 95 回行動計量シンポ
ジウム「調査の実践上の課題」が 3 月 23 日
に埼玉大学東京ステーションカレッジにて開
催されることが報告された。また，春の合宿
セミナーの参加者が現在 50 名程度であるこ
とも報告された。 
 
・広報委員会 
森委員長より，広報委員の追加が提案され，
統計数理研究所の尾崎幸謙氏が推薦され，承
認された。また，会報が発行されたこと，メ
ーリングリストの送付先データを更新中であ
ることが報告された。 
 
・刊行物委員会 
柳井委員長より，「行動計量の科学」の第 1
冊目が発刊され，以後順次発刊されることが
報告された。 
 
・事務局 
菊地事務局長より，The 2nd Institute of 
Mathematical Statistics Asia Pacific Rim 
Meeting の後援依頼があったことが報告され，
承認された。また，正会員 4 名，準会員 1 名，
賛助会員 1 団体（社会調査協会）の入会の承
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認，および退会会員の報告があった。シニア
会員の要件を満たす退会会員については，シ
ニア会員への種別変更を勧めることも確認さ
れた。 
 
5．その他 
・社会調査協会について 
飽戸理事長より，5 月に総会が開かれること
が報告され，また，専門社会調査士資格の取
得や協会正会員への入会が勧められた。 
 
・統計関連学会連合について 
山岡理事より，連合大会が 9 月 5 日～8 日ま
で，早稲田大学にて開催され，初日から 2 日
間は，横幹連合との同時開催となることが報
告された。 
 
・次回理事会について 
平成 22 年 5 月 17 日（月）18 時より大学入
試センターにて開催予定。 
 
 

会員の図書 
西里静彦 「データ解析への洞察：数量化の
存在理由」関西学院大学出版会，2007 年 
 
Nishisato, S. Multidimensional Nonlinear 
Descriptive Analysis. Boca Raton: 
Chapman and Hall/CRC, 2010 
 
西里静彦 「行動科学のためのデータ解析：情
報把握に適した方法の利用」培風館，2010
年 
 
C.R.ラオ 「統計学とは何か：偶然を生かす」 
藤越康祝・柳井晴夫・田栗正章 訳，ちくま
学芸文庫，2010 年 2 月 10 日 
 
岩崎 学「カウントデータの統計解析」朝倉
書店，2010 年 7 月 
 

関連学会等カレンダー 
＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

☆第 50 回数理社会学会大会 
日時：2010 年 9 月 10 日（金）、11 日（土） 
場所：獨協大学 
URL：
http://www.sal.tohoku.ac.jp/~hamada/jam
s.html 
 
☆一般社団法人 日本社会調査協会・研究活
動委員会特別講演 
講演者：     Michael Couper 教授 
University of Michigan, Institute for Social 
Research (ISR), 
講演タイトル：The Nonresponse Problem 
in Surveys 
http://www.isr.umich.edu/home/ 
http://www.isr.umich.edu/gradprogram/p
eople/faculty/couper.html 
日時： 2010 年 9 月 20 日（月曜，祝日） 午
後 4 時より 6 時まで 
場所： 青山学院大学 総合研究所ビル（正
門を入って右側）11 階 第 19 会議室 
主催： 一般社団法人 日本社会調査協会  
協賛： 青山学院大学及び同大学総合文化政
策学部 
 
☆第 41 回 JMRA トピックスセミナー 
 「米国におけるオンライン・リサーチ：“き
のう”，“きょう”そして“あした”」 
 “Online Research in the U.S. - Yesterday, 
Today, and Tomorrow- ” 
 
 日時 ： 9 月 21 日（火）13:30-17:00 
 講師 ： ミック・クーパー教授（Professor 
Mick P. Couper），ミシガン大学（ISR） 
 会場 ： ハイアット リージェンシー 東
京（新宿） 
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（*）「同時通訳」となります．また，後半に
質疑応答時間を設けました． 
（*）参加費が必要です．詳しくは下記のご案
内をご覧ください． 
http://www.jmra-net.or.jp/seminar/detail.
php?document_id=2227 
 
☆第 83 回 日本社会学会 大会 
日時：2010 年 11 月 6 日（土）、7 日（日） 
場所：名古屋大学東山キャンパス 
URL ：
http://www.lit.nagoya-u.ac.jp/~socio/grad
/jss/index.html 
 
 

2010 年度統計関連学会連合
大会について（第 3報） 
 
実行委員長    稲葉敏夫（早稲田大学） 
プログラム委員長 椿広計（統計数理研究所） 
運営委員長    吉村 宰（長崎大学） 
 
2010 年度統計関連学会連合大会につきま

して，第一報，第二報に続き，「第三報」を
お届けします。本報が本大会に関する最後の
ご案内となります。 
5月10日（月）から6月1日（火）まで講演

申込を受け付けました。おかげさまで，企画
セッション講演79件 (19セッション)，コンペ
ティション講演23件，一般講演213件の申し
込みを頂きました。既に原稿提出も7月9日
(金)に終了し，現在8月19日(木)17時締め切り
の事前参加申し込みが開始されています。 今
後詳細プログラムや変更事項は連合大会の
Webページ http://www.jfssa.jp/taikai/に掲
載しますので，そちらをご参照ください。な
お，一般セッションの座長は昨年度より講演
者・共著者から指名していますので，こちら

もご確認の上，共著者が出席できない場合は
事務局にご連絡ください。 
本報では，連合大会について簡潔にまとめ

を行い，皆様の便宜をはかりたいと思います。 
 

１．会場について 
大会は，早稲田大学早稲田キャンパスで9 

月5日（日）午後から8日（水）午後まで開催
されます。 5日はチュートリアルセッション
と市民講演会のみですが，第3回横幹連合総
合シンポジウムのプレナリーセッションも開
催されています。 
・早稲田大学早稲田キャンパスへのアクセ

スにつきましては，上記Webページから「会
場」を参照いただくことにより，見ることが
できます。最寄駅の地下鉄東京メトロ東西線
早稲田駅から徒歩５分です。 なお，自家用車
での来場はご遠慮ください。 
・大会の会場について，5日（日）の市民

講演会と横幹連合プレナリーセッションは
18号館の早稲田大学国際会議場（井深大記念
ホール），5日（日）のチュートリアル並び
に6日から8日のセッションは，横幹連合シン
ポジウムも含め全て，7号館の1階から3階ま
での次の9教室を使って行います。 
 

早稲田大学7号館1階 
受付：7-114 ，A会場：7-112 

早稲田大学7号館2階 
B会場：7-218，C会場：7-219， 
D会場：7-220，E会場：7-205， 
F会場：7-206，G会場：7-209 

早稲田大学7号館3階 
H会場：7-319， I会場：7-321 
この他にも9月7日(火)11時45分からの日

本統計学会総会が，7号館4階7-418室で行わ
れます。 
懇親会は，7日（火）18時より，大隈ガー

デンハウス（25号館）で行います。 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 126 号                           2010 年 9 月 1 日 

  

閉会式は，8日（水）15時10分より上記C
会場で行います。 
 

２．参加申し込みについて 
本年も，大会に先立ちまして，事前参加申

込をWebページにて始めています。大会Web
ページの「申込」よりお手続き下さい。申込
期間は2010年8月19日(木)17時までで，カー
ド決済と銀行振り込みがご利用いただけます。
当日受付より大幅な割引がございますので，
ぜひ，事前申込みをご利用下さい。大会参加
費（講演報告集代を含む），チュートリアル
セッション参加費（資料代を含む），懇親会
参加費とも，会員（共催6学会の会員）・学
生（会員，非会員を問わず）・学生以外の非
会員により参加費が異なります。詳しくは
Webページの「大会詳細」をご覧下さい。 
市民講演会は無料です。なお，非会員の招

待者(企画セッション講演者，討論者)の方を
除き，すべての講演者（一般・企画セッショ
ン・コンペティション講演を問わず）の方も
参加申込みのお手続きが必要です。よろしく
お願いいたします。 
 

３．大会プログラムについて 
プログラムおよび大会案内はWeb上で公

開（参加申込開始以前に公開予定）されると
ともに，各学会選出のプログラム委員を通し
て各学会に通知されます。プログラム冊子は
作成致しません。Webページには，html版お
よびpdf版を用意します。プログラムは講演報
告集にも掲載されます。なお，講演者および
共著者（共同研究者）の所属は講演申し込み
時点のものです。 
 

４．企画セッション一覧 
各日毎に次のような企画セッションが設け

られています。各セッションの配置されてい
る時間帯，会場，テーマとオーガナイザー氏

名（所属）は以下の通りです。全てのセッシ
ョンが2時間全てを使う訳ではありません。
詳細プログラム，テーマのねらいや講演者・
講演タイトル等につきましては連合大会の
Webページをご覧下さい。 
 

9月6日（月）10:00-12:00 
B会場「横断型人材養成」:横幹連合企画・

統計関連学会連合共催セッション:本多敏（慶 
応大），渡辺美智子（東洋大） 
G会場「環境・生態データのモデル化と解

析（１）」:清水邦夫(慶應義塾大) 
 

9月6日（月）13:00-15:00 
B会場「問題解決型統計教育」:日本品質管

理学会企画共催，横幹連合総合シンポジウム
共催セッション:鈴木和幸（電気通信大），渡
辺美智子（東洋大），椿広計（統数研） 
G会場「衛星リモートセンシングデータ実

利用と精度」:日本リモートセンシング学会企
画セッション:西井龍映(九州大) 
 

9月6日（月）15:30-17:30 
B会場「統計教育の質保証の枠組み」:統計

関連学会連合統計教育推進委員会,日本統計
学会統計教育委員会企画セッション:渡辺美
智子(東洋大) 
G会場「感性のデータ科学」:感性工学会企

画セッション:領家美奈,小代禎彦(筑波大) 
 

9月7日(火)9:30-11:30 
B会場「環境・生態データのモデル化と解

析（２）」:清水邦夫(慶應義塾大) 
D会場「世論調査の技術革新:コンピュータ

を用いた調査とその展望」:田中愛治(早稲田
大),日野愛郎(早稲田大),西郷浩(早稲田大) 
E会場「システム生物学に基づくトランス

レーショナルメディシンにおける統計学的諸
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問題」:井元清哉,山口類(東京大),樋口知之(統
数研) 
 

9月7日(火)13:00-15:00 
B会場「海洋生態・水産資源データの解析

と統計的モデリング」:南美穂子(慶應義塾大) 
D会場「調査の質マネジメント」:日本品質

管理学会企画セッション:山本涉(電気通信大) 
E会場「抗がん剤第I相試験における統計の

役割」:石塚直樹(国立国際医療センター研) 
G会場「ソフトウェア紹介」：大会運営委

員会企画セッション 
 

9月7日(火)15:30-17:30 
B会場「食品安全性と統計科学との接点」:

大西俊郎(九州大) 
D会場「臨床試験におけるデータ・モニタ

リング委員会と統計家の役割」:越水孝(ヤン
センファーマ) 
E会場「金融の計量リスク管理」日本統計

学会金融の計量リスク管理分科会企画セッシ
ョン:三浦良造(一橋大) 
G会場「応用統計学会学会賞受賞者講演」:

応用統計学会企画セッション:永田靖(早稲田
大),岸野洋久(東京大),黒木学(大阪大) 
 

9月8日(水)10:00-12:00 
C会場「計量生物学における統計的因果推

論の役割」:日本計量生物学会企画セッショ
ン:上坂浩之,黒木学(大阪大) 
D会場「スポーツ統計科学の新たな挑戦」:

酒折文武(中央大),田村義保(統数研) 
9月8日(水)13:00-15:00 
C会場「日本計量生物学会奨励賞受賞者講

演」:日本計量生物学会企画セッション:大森
崇(同志社大) 
D会場「統計的分類手法の新展開とその応

用」:日本分類学会企画セッション:山口和範
(立教大) 

５．コンペティション 
今年度も，修士以下の学生会員や若手会員

のより質の高い研究発表の奨励を目的として
コンペティションを実施します。コンペセッ
ションは9月6日15:00-17:00にE会場で，及び
9月7日終日C会場で行われます。評価基準：
研究内容のみならず，発表者各自が十分に工
夫をしていかにうまく内容を伝えられたか，
質問に的確に答えられたかといった発表の仕
方も含め，全体として素晴らしいプレゼンテ
ーションになっているかどうかを評価の対象
とします。 
審査方法：大会におけるコンペティション

講演の審査は，当日の口頭発表に対しての数
名の審査員とコンペティション講演セッショ
ンの出席者の一般審査との総合評価で行いま
す。 
セッションの参加者すべてに投票資格があ

りますので，本企画の趣旨をご理解の上，奮
ってご投票ください。Ａ，Ｂ，Ｃの3段階（A: 
受賞に値する，B:受賞としてもよい，C:受賞: 
に値しない）で各報告者を評価していただき
ます。ただし，講演者ならびに共著者はその 
講演への投票は出来ません。審査は記名投

票で行い，無記名投票は無効です。投票結果
に基づき，プログラム委員会で選考します。 
最優秀報告者1名，優秀報告者（原則とし

て）3名を選考し，大会最終日9月8日(水)15
時10分からC会場で行われる閉会式において，
表彰式を執り行い受賞者を発表して表彰しま
すので，ぜひこちらにもご出席ください。 
 

６．チュートリアルセッション 
日時：2010年9月5日(日)13:00-16:00 
会場：早稲田大学早稲田キャンパス7号館
受付開始時間と場所 
  12:30より 
  早稲田大学早稲田キャンパス7号館 
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テーマ１:「標本調査法への統一的なアプロ
ーチと新展開」 
講演時間:13:00-16:00 
会場：B会場（早稲田大学早稲田キャンパ
ス7号館2階7-218） 
講師:土屋隆裕（統計数理研究所）・星野崇
宏（名古屋大学） 
 
テーマ2:「ベイズ理論の現在」 
講演時間：13:00-16:00 
会場：D会場（早稲田大学早稲田キャンパ
ス7号館2階7-220） 
講師:駒木文保（東京大学） 
 
事前参加受付は，2010年度統計関連学会連

合大会の上記トップページから「申込」に進
んでWeb上で手続きができます（8月19日
（木）17時まで）。あらかじめ参加費を納め
ていただく場合は，割引が受けられます。学
生には特に大幅な割引があります。当日参加
も受け付けます。当日受付の場合，参加費（資
料代含む）は，会員（共催，協賛の6学会の
会員）3,000円，学生（会員・非会員を問わ
ず）3,000円，学生以外の非会員6,000円です。 
テーマは2つありますが，同じ時間帯に実

施されますので，どちらか一方のテーマをお
選びください。なお，途中でもう一方のテー
マへ移動されても追加料金はかかりません。 
 

７．市民講演会のご案内 
今年の市民講演会では，以下のテーマで2

名の先生方にご講演をお願いすることにしま
した。多くの方々のご参加をお待ちしており
ます。 
 
日時：2010年9月5日(日)16:30-18:00 
場所：早稲田大学早稲田キャンパス18号館
国際会議場（井深大記念ホール） 
参加費：無料 

テーマ：統計で社会・経済の深層を探る 
講演者： 
田中愛治（早稲田大学） 
「2010年参議院選挙と有権者の意識構造」 
吉野貴晶（大和証券キャピタル・マーケッ
ツ(株)） 
「行動ファイナンスと株式市場－身の回り
の情報と株価の深いつながり」 
司会：椿広計（統計数理研究所） 
 
開催趣旨：今回の市民講演会では，統計を

使って，国民の意識や投資家の行動，株式の
動きなどを探っていらっしゃる研究者，実務
家に政治・経済の今日的話題をご講演頂きま
す。 
統計が社会・経済においてどのような役割

を持っているか，その面白さは何かなどを紹
介して頂こうと考えています。統計関連学会
の会員の方々，同期開催されている横断型基
幹科学技術総合シンポジウムに参加の方々だ
けでなく，家族・友人・同僚の方々などをお
誘いあわせの上参加頂き，大いに統計の面白
さを共有頂ければ幸いです。 
 

８．統計局・統計センター見学ツアー公的統
計過去から未来へ 
総務省統計局，(独)統計センターは，今回

の連合大会会場である早稲田キャンパスから
徒歩圏であり，統計局のご提案で２回の見学
ツアー（第１回：9月7日（火）16時から，第
2回：9月8日（水）9:45から）を組むことが
出来ました。 
現地集合で，事前登録が望まれますが参加

費は無料です。当ツアーでは，大正9年の第1
回国勢調査の各種用品，明治初期からの貴重
な文献や集計機器などをご覧いただけます。 
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9．第3回横幹連合総合シンポジウム 
9月5日（日）午後と9月6日（月）は，第3

回横幹連合総合シンポジウムが同期開催され
ています。相互協賛する第3回横幹連合総合
シンポジウムのセッションについても，統計
関連学会連合大会に登録すれば入室可能とな
っています。ただし，横幹連合総合シンポジ
ウム資料については，統計関連学会連合大会
と横幹連合との共催セッションでない限り，
横幹連合シンポジウムへの登録を別途行わな
いと入手できません。 
現在，第3回横幹連合シンポジウム（実行

委員長：田村義保（統数研））「横幹技術の
役割の新局面」の企画は次の通りです。また，
上記統計関連学会連合企画セッションの中で，
教育に関わるセッションと横幹連合会員学会
（日本感性工学会，日本品質管理学会，日本
リモートセンシング学会）共催セッションを
横幹連合との共催セッションとしております
が，これについては統計関連学会予稿集の中
に予稿が掲載されています。横幹連合総合シ
ンポジウムの詳細並びに，事前登録について
は，
http://www.trafst.jp/symposium2010/inde
x.html 
を参照して下さい。なお，同シンポジウムで
行われるセッションは次のようなものです。 
 

9月5日（日）13:00-16:00 
     早稲田大学井深大記念ホール 
プレナリーセッション 

パネル討論「科学技術・イノベーション政策
のあるべき姿」 
吉川弘之（JST研究開発戦略センターセン
ター長）， 
中鉢良治（ソニー株式会社副会長） 
安西祐一郎（慶應義塾学事顧問慶應義塾大
学教授）， 

黒田玲子（東京大学教授国際科学会議副会
長）司会：有本建男（JST社会技術研究開
発センターセンター長） 
 

9月6日（月） 
 早稲田大学早稲田キャンパス7号館2階で 
 3会場パラレルセッション 
午前 
B会場：横幹人材養成（統計関連学会連合
との共催） 
C会場：サービス科学（産総研，統計数理
研究所との共催） 
D会場：パーティクルフィルタ 
 

午後前半 
C会：場知の統合：制御システムにおける
モデルベース設計・開発 
D会場：行動経済学のフロンティア 

 
午後後半 
C会場：経営高度化の最前線 
D 会場：環境配慮型社会とリアルオプショ
ン 

 

学会誌論文投稿先 
 学会大会で発表された研究などを，できる
だけ論文として投稿してください。お待ちし
ております。 

和文誌「行動計量学」 
〒162-8644 東京都新宿区戸山 1-24-1 
早稲田大学文学部心理学教室 竹村和久 
E-mail: koudoukeiryougaku@gmail.com  
 

欧文誌:｢Behaviormetrika｣ 
〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 1--2 
大阪大学人間科学研究科 足立浩平 
E-mail: adachi@hus.osaka-u.ac.jp  
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ご連絡 
会員数（2010 年 4月 30 日現在） 

正会員 887 名 
準会員   66 名 
名誉会員  7 名 
シニア会員 10 名 
寄贈会員   9 名 
名賛助会員  22 社 
 計 1,001 名 

 
入会手続き 
 学会では新入会員を広く募っています。詳
しくは，下記までお問い合わせください。 

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場
4-4-19 
（株）国際文献印刷社内 
日本行動計量学会係（担当：岸） 
bsj-post@bunken.co.jp 
TEL:03-5389-6209  
FAX:03-3368-2822 

 
日本行動計量学会Webページ 
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html 
 
会員向けメーリングリストの登録・変
更・削除について 
本会では、会員向けメーリングリストに登

録されたアドレスにメールニュースを配信し
ています。こちらへメールアドレスを新規登
録、変更、削除（メールニュースの配信停止）
される場合は、ご自身で、「会員向けメーリン
グリスト：登録・サービスの詳細」のページ 
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ 
ml.html 

に接続して、そこの指示にしたがって、作業
を行ってください。 
なお、会員であることを確認するために会

員番号が必要ですので、学会からの送付物の
宛名シールなどを用意してください。 

よろしくお願いします。 
 
会員専用ページへのアクセス 
学会 Web ページの「会員のみなさまへ」

の会報，会員向けメーリングリストの 2 つの
ページが会員専用となっています。これらの
ページにアクセスする際には，以下のユーザ
ー名とパスワードの入力が必要となります。 
ユーザー名：bsj   パスワード：1973 
 
 

編集後記 

広報委員会では，会員の方が出版された本
や，会員に関係があると思われる，シンポジ
ウム，セミナーなどの情報を含め，会員の皆
様から原稿を募集しております。下記の送付
先までお送り下さい。 
 
会報原稿送付先 
〒852-8521 長崎県長崎市文教町 1-14 
長崎大学アドミッションセンター 
吉村宰 osamu@nagasaki-u.ac.jp 
TEL:095-819-2117  FAX:095-819-2112 
皆様からの情報をお待ちしております。 
 
原稿は，発行月（3,6,9,12 月）の前々月の

末日までにお寄せください（たとえば 6 月 1
日号の場合は 4 月 30 日）。それ以降に届いた
ものにつきましては，内容を判断した上で，
次号に掲載させていただきます。 
 
 
題字：林知己夫 
広報委員長：森裕一 
会報作成担当：吉村宰・星野崇宏・城川美佳・

菅野剛・田中ゆかり・中山厚穂・松本渉・山岸侯
彦・山田剛史 
相談役：前田忠彦 


